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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 36,123 △29.6 △2,058 ― △2,359 ― △2,563 ―

21年3月期第2四半期 51,314 ― △1,754 ― △2,082 ― △2,682 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △26.09 ―

21年3月期第2四半期 △38.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 70,573 4,041 5.6 △20.59

21年3月期 73,625 6,455 8.7 △37.73

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,976百万円 21年3月期  6,390百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,500 △12.5 700 ― 50 ― △500 ― △5.09
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  
〔（注）詳細は、4ページ「定性的情報・財務諸表等」4.その他をご覧ください。〕 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
〔（注）詳細は、4ページ「定性的情報・財務諸表等」4.その他をご覧ください。〕 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

〔（注）詳細は、4ページ「定性的情報・財務諸表等」4.その他をご覧ください。〕 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況 
  の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、4ページ「定性的情報・財務諸表等」３.連結業績予想に関す 
  る定性的情報をご覧ください。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基 
 準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 98,334,867株 21年3月期  69,208,654株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  52,632株 21年3月期  50,132株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 98,283,042株 21年3月期第2四半期 69,165,179株
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 当第２四半期（６ヶ月）の国内経済は、企業の在庫調整の一巡や経済対策の効果等により企業収益の大幅な悪化に

歯止めがかかり、景気は下げ止まりつつあるものの、雇用不安や所得の減少が続くなど依然として先行き不透明な状

況にありました。 

 このような経営環境のもとで、当社グループは、利益確保に重点を置いた経営に取り組む一方、設備投資や経費の

抑制、人件費等固定費の削減など対策を講じてまいりました。しかしながら、不動産業界やマンション業界の低迷が

長期化するなど建築需要の減少は著しく、事業環境は想定を超えて悪化し、受注競争が一段と激化するなか、着工延

期や計画中止の発生が追い討ちをかけ、当期受注、当期売上分が激減したことによる売上高の減少と、大幅な物量減

が生産コスト高を招き、売上、利益ともに当初計画を大きく下回りました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、売上高３６１億２千３百万円、営業損失２

０億５千８百万円、経常損失２３億５千９百万円、四半期純損失２５億６千３百万円となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。 

［ビル建材事業］ 

 主力のビル建材事業においては、市場環境が悪化する中、受注の低迷、同業間の競争激化により売上高は大幅に減

少し２０７億７千２百万円（前年同期比27.8％減）となりましが、人件費等固定費や経費の削減効果により営業損失

は８億３千３百万円（前年同期比211百万円の改善）となりました。 

［住宅建材事業］ 

 住宅建材事業においては、新設住宅着工戸数が減少し回復の兆しが見えない中、ハウスデベロッパー等直需先への

営業強化を図ってまいりました。売上高は５０億５千６百万円（前年同期比14.9％減）と減収になりましたが、合理

化効果で営業利益は２千万円（前年同期比134百万円の改善）となり黒字を確保しました。 

［形材外販事業］ 

 形材外販事業においては、建設関係の需要が落ち込む中、家電・ＩＴ・半導体・自動車業界等からのアルミ加工

品、アルミ精密加工品の受注も大幅に減少し、売上高は７４億７千７百万円（前年同期比42.6％減）、営業損失は６

億３千２百万円（前年同期比574百万円の悪化）と減収減益になりました。 

［その他事業］ 

 その他事業には、環境事業・産業廃棄物処理業・運送業等ありますが、景気後退の影響を受けて売上高は２８億１

千６百万円（前年同期比21.1％減）と減収になりましたが、営業利益は１億４千５百万円（前年同期比84百万円増）

の増収となりました。 

   

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度末に

比べ６千６百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には４８億円となりました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果減少した資金は、３億９千万円（前年同期比１７億１千９百万円増）となりました。これは主にた

な卸し資産の増加等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果増加した資金は、１億８千６百万円（前年同期比５７．０％増）となりました。これは主に有形固

定資産の売却による収入によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、２億６千８百万円（前年同期比７２．１％減）となりました。これは主に短期借

入れによる収入によるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 昨今の業績の推移や事業環境の想定を超える悪化等を勘案し、平成２１年５月１４日に公表しました通期の連結・

個別業績予想を修正いたしました。当該予想数値の修正に関する事項は、本日（平成21年11月11日）公表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 なお、今回の業績予想の修正数値は、当社グループを取り巻く厳しい事業環境に対応していくためには、一層の経

営合理化を行うことが不可欠であると判断し、平成２１年１０月２６日に「経営合理化の取り組みに関するお知ら

せ」を公表しましたが、その施策の効果を見込んだうえで作成したものであります。 

  

  

 該当事項ありません。  

  

  

 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算

において算定した貸倒実績率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

 ② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

  

  

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間

に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は97百万円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ９百万円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,803 5,663

受取手形及び売掛金 14,588 21,436

商品及び製品 949 1,172

仕掛品 14,831 9,017

原材料及び貯蔵品 2,954 4,323

販売用不動産 237 241

その他 1,800 2,186

貸倒引当金 △789 △1,284

流動資産合計 40,376 42,757

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,906 35,870

減価償却累計額及び減損損失累計額 △26,966 △26,621

建物及び構築物（純額） 8,940 9,248

土地 13,274 13,272

その他 60,623 60,671

減価償却累計額及び減損損失累計額 △56,604 △56,246

その他（純額） 4,019 4,425

有形固定資産合計 26,234 26,945

無形固定資産   

その他 131 141

無形固定資産合計 131 141

投資その他の資産   

投資有価証券 1,813 1,705

長期貸付金 149 174

繰延税金資産 51 50

その他 3,590 3,413

貸倒引当金 △1,773 △1,564

投資その他の資産合計 3,831 3,781

固定資産合計 30,197 30,867

資産合計 70,573 73,625
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,371 18,420

短期借入金 27,234 26,716

未払法人税等 100 156

前受金 8,638 4,480

賞与引当金 204 352

役員賞与引当金 0 5

工事損失引当金 75 60

その他 2,550 3,306

流動負債合計 53,175 53,499

固定負債   

長期借入金 1,189 1,390

繰延税金負債 226 197

再評価に係る繰延税金負債 492 492

退職給付引当金 10,760 10,824

負ののれん 1 0

その他 685 764

固定負債合計 13,355 13,670

負債合計 66,531 67,169

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,709 1,709

資本剰余金 814 814

利益剰余金 945 3,509

自己株式 △7 △6

株主資本合計 3,462 6,026

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △22 △132

土地再評価差額金 1,426 1,426

為替換算調整勘定 △889 △930

評価・換算差額等合計 514 364

少数株主持分 65 64

純資産合計 4,041 6,455

負債純資産合計 70,573 73,625
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 51,314 36,123

売上原価 44,997 32,006

売上総利益 6,317 4,117

販売費及び一般管理費 8,071 6,175

営業損失（△） △1,754 △2,058

営業外収益   

受取利息 18 14

受取配当金 25 21

受取賃貸料 36 15

助成金収入 － 41

その他 91 46

営業外収益合計 172 140

営業外費用   

支払利息 384 336

手形売却損 51 55

持分法による投資損失 32 9

その他 32 39

営業外費用合計 501 440

経常損失（△） △2,082 △2,359

特別利益   

固定資産売却益 1 51

投資有価証券売却益 3 －

貸倒引当金戻入額 － 107

役員賞与引当金戻入益 7 5

その他 1 8

特別利益合計 13 172

特別損失   

固定資産除却損 38 22

減損損失 81 6

たな卸資産評価損 192 －

投資有価証券評価損 99 27

工事補償費 72 －

賃貸借契約解約損 － 190

早期割増退職金 － 45

その他 82 21

特別損失合計 566 313

税金等調整前四半期純損失（△） △2,636 △2,500

法人税等 43 64

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △1

四半期純損失（△） △2,682 △2,563
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,636 △2,500

減価償却費 1,294 1,166

減損損失 82 6

たな卸資産評価損 231 －

のれん償却額 － 0

負ののれん償却額 △1 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 553 △295

賞与引当金の増減額（△は減少） 21 △148

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 391 △68

工事損失引当金の増減額（△は減少） △32 15

受取利息及び受取配当金 △44 △36

支払利息 384 336

持分法による投資損益（△は益） 32 9

固定資産除売却損益（△は益） － △51

固定資産除却損 38 22

投資有価証券評価損益（△は益） 99 27

売上債権の増減額（△は増加） 4,137 6,899

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,372 △4,189

仕入債務の増減額（△は減少） △2,877 △4,065

前受金の増減額（△は減少） 1,333 4,157

その他 △2,335 △1,278

小計 △1,706 3

利息及び配当金の受取額 43 36

利息の支払額 △384 △336

法人税等の支払額 △63 △94

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,110 △390

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △210 △323

定期預金の払戻による収入 152 256

有形固定資産の取得による支出 △796 △332

有形固定資産の売却による収入 995 569

投資有価証券の取得による支出 △36 △5

投資有価証券の売却による収入 4 －

その他 10 22

投資活動によるキャッシュ・フロー 119 186
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,752 515

長期借入れによる収入 300 545

長期借入金の返済による支出 △1,090 △779

自己株式の取得による支出 △3,000 △0

その他 △0 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 961 268

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,047 66

現金及び現金同等物の期首残高 5,802 4,734

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,755 4,800
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年4月1日 至平成20年9月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自平成21年4月1日 至平成21年9月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

製品の種類及び製造方法の類似性に基づき、ビル用建材品を「ビル建材事業」、住宅用建材品を「住宅建

材事業」とし、アルミ形材を「形材外販事業」としました。また、その他としまして環境関連事業及び不動

産事業等がありますが、売上高等に重要性がないため「その他事業」としてセグメンテーションしておりま

す。 

２．各事業区分の主要製品名 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
ビル建材
事業 
(百万円) 

住宅建材
事業 
(百万円) 

形材外販
事業 
(百万円) 

その他事
業 
(百万円) 

計
  

(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
  

(百万円) 

売上高               

(1)外部顧客に対する売

上高 
 28,779  5,942  13,022  3,570  51,314  －  51,314

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 239  16  6,025  1,165  7,446 (7,446)  －

計  29,018  5,958  19,047  4,736  58,761 (7,446)  51,314

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 △1,044  △114  △57  61  △1,155 (599)  △1,754

  
ビル建材
事業 
(百万円) 

住宅建材
事業 
(百万円) 

形材外販
事業 
(百万円) 

その他事
業 
(百万円) 

計
  

(百万円) 

消去又は
全社 
(百万円) 

連結
  

(百万円) 

売上高               

(1)外部顧客に対する売

上高 
 20,772  5,056  7,477  2,816  36,123  －  36,123

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 282  24  4,599  1,214  6,120 (6,120)  －

計  21,055  5,081  12,076  4,030  42,244 (6,120)  36,123

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 △833  20  △632  145  △1,300 (758)  △2,058

事業区分 主要製品名

ビル建材事業 
カーテンウォール、ビル用サッシ・ドア、中低層用サッシ・ドア、改装用サッシ

等 

住宅建材事業 住宅用サッシ、玄関引戸・ドア、室内建具、エクステリア製品等 

形材外販事業 アルミ形材、アルミ精密加工品 

その他事業 廃棄物処理プラント、不動産、産業廃棄物処理、運送、各種金属の表面処理等  
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３．会計処理の方法の変更 

 前第２四半期連結累計期間  

  （たな卸資産の評価に関する会計基準） 

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間において

営業損失が、ビル建材事業22百万円、住宅建材事業１百万円、形材外販事業９百万円増加し、営業利益が、

その他事業６百万円減少しております。 

 当第２四半期連結累計期間 

  （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しておりま

す。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間のビル建材事業の売上

高が97百万円（うち外部顧客に対する売上高97百万円）、営業費用が88百万円増加し、営業損失が９百万円

減少しております。 

当第２四半期連結累計期間（自平成21年4月1日 至平成21年9月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。   

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年4月1日 至平成21年9月30日） 

 海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております 。  

  

 該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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